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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物である医療用品の構成物が投入され、前記投入された対象物が排出可能とされた
製品コンテナであって、
　前記対象物を投入する際の第１の姿勢において、上方に向かってすぼむ傾斜部と、前記
傾斜部の上端部に形成され上方に開口する排出口と、前記傾斜部に形成され上方に開口す
る投入口と、を有する容器本体と、
　前記容器本体内に形成された筒状壁部及びガイド部材と、を備え、
　前記筒状壁部は、
　前記投入口から、前記第１の姿勢における前記容器本体の底部に向かって延在して下方
に投入対象物出口が開口され、
　前記ガイド部材は、
　前記排出口から前記対象物を排出する際の第２の姿勢において、平面視前記投入対象物
出口を覆うように形成されていることを特徴とする製品コンテナ。
【請求項２】
　請求項１に記載の製品コンテナであって、
　前記容器本体は、前記第１の姿勢において、前記容器本体内に貫通する流通路が形成さ
れていることを特徴とする製品コンテナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(2) JP 6086794 B2 2017.3.1

10

20

30

40

50

【０００１】
　この発明は、シリンジのシール材やバイアルをはじめとする医薬品容器を密封するため
のゴム栓等、医療用品の構成物を、容易かつ効率的に投入、排出することが可能な製品コ
ンテナに関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、シリンジのシール材やバイアルをはじめとする医薬品容器を密封するた
めのゴム栓等、医療用品の構成部品の生産工程等において、これら構成部品等に雑菌やウ
イルス等が付着することにより汚染されるのを防止するために、洗浄や滅菌等をした後に
医療用品として組み立て又は装着することが一般的である。
【０００３】
　これらシリンジのシール材や医薬品容器のゴム栓等を洗浄、滅菌する場合、例えば、滅
菌処理等をするタンクと、滅菌タンクの開口部にバルブを介して連結された製品コンテナ
とからなる連結体を用いて、滅菌処理等をするタンクを下方に位置させて滅菌処理等を行
い、滅菌処理が終了した後は、連結体を反転して製品コンテナを下方に位置させ、滅菌さ
れた製品を滅菌タンクから製品コンテナに移動させる滅菌装置が開示されている。（例え
ば、特許文献１参照）。
【０００４】
　しかしながら、上記滅菌装置は、構造が大型で大きなスペースを必要とするうえ、製品
コンテナに製品を移送する際に、製品コンテナとともに滅菌タンクを反転させる必要があ
り、取扱いが容易でないという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２８８０７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、発明者らは、洗浄装置や滅菌装置を反転させることなく小さなスペースで製品
コンテナに製品をスムースに移送可能とする技術として、例えば、製品組立装置への移載
を考慮して、反転時の移動をスムースにする傾斜部を形成し、この傾斜部を介して上端に
排出用開口部を設け、洗浄装置や滅菌装置等からスムースに製品を投入する投入口を傾斜
部に設けて移送時落差を確保することで、洗浄装置や滅菌装置から製品コンテナへの移送
を効率的にする技術を開発した。
【０００７】
　しかしながら、製品コンテナに上記傾斜部に開口する投入口から製品を投入する場合、
製品が容器本体底部の限られたスペースに偏りやすく、容器本体底部に偏りを抑制して集
積された場合であっても、製品コンテナを所定の傾斜姿勢にして製品を排出しようとする
と、投入口への逆流や容器本体内での引っ掛かりが生じて上端の排出口にスムースに移動
、排出させるのは容易ではない。製品が製品コンテナ内に残留すると、人手による排出が
必要となり、生産コストが増大するうえ、衛生面や製品混同等からも品質保証レベルを確
保しにくくなるので、対象物を安定して投入可能かつ排出可能とされる製品コンテナへの
強い技術的要請がある。
【０００８】
　この発明は、このような事情を考慮してなされたものであり、シリンジのシール材やバ
イアルをはじめとする医薬品容器を密封するためのゴム栓等、医療用品の構成物を、洗浄
装置や滅菌装置から安定して投入可能かつ安定して排出可能とされる製品コンテナを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　前記目的を達成するために、本発明は以下の手段を提案している。
　請求項１に記載の発明は、対象物である医療用品の構成物が投入され、前記投入された
対象物が排出可能とされた製品コンテナであって、前記対象物を投入する際の第１の姿勢
において、上方に向かってすぼむ傾斜部と、前記傾斜部の上端部に形成され上方に開口す
る排出口と、前記傾斜部に形成され上方に開口する投入口とを有する容器本体と、前記容
器本体内に形成された筒状壁部及びガイド部材とを備え、前記筒状壁部は、前記投入口か
ら、前記第１の姿勢における前記容器本体の底部に向かって延在して下方に投入対象物出
口が開口され、前記ガイド部材は、前記排出口から前記対象物を排出する際の第２の姿勢
において、平面視前記投入対象物出口を覆うように形成されていることを特徴とする。
【００１０】
　この発明に係る製品コンテナによれば、投入口から底部に向かって筒状壁部が形成され
ているので、投入口から投入された対象物が安定して投入対象物出口に移動し、対象物出
口から容器本体の底部に安定して排出される。
　また、第１の姿勢において上方に向かってすぼむ傾斜部が形成されているので、容器本
体を反転又は傾けた第２の姿勢において、容器本体内において、対象物が傾斜部に沿って
排出口に移動しやすく、ガイド部材が平面視投入側出口を覆うように形成されているので
、容器本体の底部に堆積した対象物Ｗが投入対象物出口に逆流するのが抑制されるので、
対象物の残留及び逆流を抑制して排出口から対象物がスムースに排出される。
【００１１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の製品コンテナであって、前記容器本体は、
前記第１の姿勢において、前記容器本体内に貫通する流通路が形成されていることを特徴
とする。
【００１２】
　この発明に係る製品コンテナによれば、容器本体は、第１の姿勢において、容器本体内
に洗浄液を供給するとともに容器本体から排出する洗浄液流通口が形成されているので、
洗浄液を容器本体を通じて洗浄装置に容易に供給することができ、洗浄装置からの洗浄液
を、容器本体を通じて排出することができる。その結果、対象物を、衛生的に洗浄するこ
とができる。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明に係る製品コンテナによれば、洗浄、滅菌、乾燥等の処理が施された医療用品
の構成物を、安定して投入することができるとともに、排出口から対象物をスムースに排
出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る製品コンテナの側面図及び側面から見た要部構成を示
す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る製品コンテナの正面図及び正面から見た要部構成を示
す図である。
【図３】一実施形態に係る製品コンテナの平面図及び平面視した内部の要部構成を示す図
である。
【図４】一実施形態に係る製品コンテナの要部構成を示す斜視図である。
【図５】一実施形態に係る製品コンテナを滅菌装置に設置した状態を示す図である。
【図６】一実施形態に係る製品コンテナの作用を説明する図であり、（Ａ）は第１の姿勢
における外観図を、（Ｂ）は対象物が投入される状態を示す図である。
【図７】一実施形態に係る製品コンテナの作用を説明する図であり、（Ａ）は第２の姿勢
における外観図を、（Ｂ）は対象物が排出される状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図１から図７を参照し、この発明の一実施形態について説明する。
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　図１～図４は、本発明の一実施形態に係る製品コンテナの概略構成を示す図であり、符
号１は、製品コンテナを示している。
　また、図５は、本発明の一実施形態に係る製品コンテナを滅菌装置に設置した状態を示
す図であり、符号５０は滅菌装置を示している。この実施形態において、対象物Ｗは、例
えば、シリンジのシール材やバイアル等の医薬品容器を密封するためのゴム栓等とされて
いる。

【００１６】
　製品コンテナ１は、例えば、図１～図３に示すように、容器本体１０と、筒状壁部２０
と、ガイド部材３０とを備え、例えば、ＳＵＳ３１６Ｌにより形成されている。
　容器本体１０は、例えば、対象物を投入する際の正立姿勢（第１の姿勢）において、有
底円筒状に形成された基端部１０Ａと、基端部１０Ａの上方に形成され上方がすぼむ傾斜
部１０Ｂと、傾斜部１０Ｂの上端部に形成され上方に開口する円筒状の排出口１２と、排
出口１２を開閉するバルブユニット１３と、傾斜部１０Ｂに形成され上方に開口する投入
口１４と、投入口１４を開閉するバルブユニット１５と、容器本体１０の下部に形成され
た流通路１６と、流通路１６を開閉するバルブユニット１７と、リフト受部１８とを備え
ている。
【００１７】
　傾斜部１０Ｂは、平面視して、基端部１０Ａの中心軸に対してオフセットした位置に形
成され、内周面が基端部１０Ａの内周面と内接された円筒により構成された排出口１２の
下端と基端部１０Ａの上端とを接続することで形成された略円錐状の曲面から構成されて
いる。
　排出口１２には、駆動源とこの駆動源で駆動されるボール弁体とを有するバルブユニッ
ト１３が装着されていて、駆動源を駆動することで排出口１２を開閉可能とされている。
【００１８】
　投入口１４は、傾斜部１０Ｂに形成されていて、傾斜部１０Ｂと直交する立上筒部と立
上筒部の先端側に接続され鉛直に配置された鉛直筒部とを備え、投入口１４には、駆動源
とこの駆動源で駆動されるボール弁体とを有するバルブユニット１５が装着されていて、
駆動源を駆動することで投入口１４を開閉可能とされている。
【００１９】
　流通路１６は、容器本体１０の下部に形成されていて、外部から容器本体１０の底部中
央に貫通して形成されている。流通路１６には、駆動源とこの駆動源で駆動されるボール
弁体とを有するバルブユニット１７が装着されていて、駆動源を駆動することで流通路１
６を開閉可能とされている。
【００２０】
　リフト受部１８は、容器本体１０の高さ方向中央近傍の外周に周方向に９０°間隔をあ
けて正立状態で水平方向となるように配置された筒状体からなり、製品コンテナ１を搬送
、傾動、反転する場合に、リフトや駆動装置のアーム部が挿入可能とされている。
【００２１】
　筒状壁部２０は、容器本体１０内に形成され、正立姿勢において、投入口１４から底部
に向かって延在し、上部には投入口１４と対応する投入対象物入口２５が形成されるとと
もに下部には投入対象物出口２６が開口されていて、対象物Ｗが通過する筒状の空間を構
成している。
【００２２】
　また、この実施形態では、筒状壁部２０は、容器本体１０の傾斜部１０Ｂから基端部１
０Ａの途中まで延在し、筒状壁部２０の外周側壁部は容器本体１０の内周面が兼ねる構成
とされていて、傾斜部１０Ｂから容器本体１０の内周面から立設するふたつの側壁部２１
と、ふたつの側壁部２１を接続する主壁部２２とを備えている。
【００２３】
　また、主壁部２２は、容器本体１０が正立状態である場合に、平面視して、投入対象物
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出口２６の容器本体内周側の縁部は、投入対象物入口２５の容器本体内周側縁部よりも、
容器本体１０の外周側に位置するように形成されている。すなわち、筒状壁部２０の主壁
部２２は、正立状態において、容器本体１０の内周側から外周側に傾斜して形成されてい
る。
【００２４】
　その結果、投入口１４から投入された対象物Ｗは、主壁部２２に衝突して減速されてガ
イド部材３０に導かれるとともに、対象物Ｗを排出口１２から排出する際に製品コンテナ
１を傾斜姿勢（第２の姿勢）の略反転状態とした場合に、対象物Ｗは、主壁部２２に接触
して投入対象物出口２６から容器本体の底部の内周側に移動するようになっている。
【００２５】
　ガイド部材３０は、排出口１２から対象物Ｗを排出する際の反転姿勢（第２の姿勢）に
おいて、平面視投入対象物出口２６を覆うように形成されている。
　また、ガイド部材３０の容器本体１０の底部側の面（正立状態における下面）は、反転
状態において、容器本体内周側が低く位置するように形成された緩やかな傾斜面（又は曲
面）とされ、上部側の面（上面）は、正立状態において、縁部（容器本体内周側及び両側
）が低く位置するように形成され縁部に向かって傾きが漸次緩やかとなる曲面が形成され
ている。
【００２６】
　次に、製品コンテナ１の使用方法について説明する。
　一実施形態に係る製品コンテナ１は、図５に示すように、例えば、滅菌装置５０に設置
して用いられる。
　滅菌装置５０は、例えば、滅菌装置本体５１と、装置架台５２と、洗浄水供給路５３と
、排水路５４と、エア供給路５５と、切換弁５６とを備え、滅菌装置本体５１は、移送パ
イプ５７を介して製品コンテナ１の投入口１４と接続されている。移送パイプ５７は、滅
菌装置５０で用いられる洗浄液、エアや、滅菌装置５０で使用された洗浄水の排水、滅菌
処理された製品（対象物Ｗ）を、製品コンテナ１と滅菌装置５０との間で流通するための
ものである。
【００２７】
　また、洗浄水供給路５３、排水路５４、エア供給路５５は、製品コンテナ１下部の流通
路１６に切換弁５６を介して接続され、洗浄水供給路５３から供給される洗浄水、エア供
給路５５から供給されるエアは、移送パイプ５７を介して製品コンテナ１から滅菌装置本
体５１に供給されるようになっている。
【００２８】
　また、滅菌装置本体５１から排出される処理後の洗浄水等は、滅菌装置本体５１から図
示しない排出口を通じて排出されるのに加えて、移送パイプ５７を介して製品コンテナ１
に排出された場合、流通路１６から排水路５４に排出可能とされている。
　また、滅菌装置本体５１から排出される滅菌処理後の対象物Ｗは、移送パイプ５７を介
して製品コンテナ１に移送可能とされている。
【００２９】
　また、滅菌装置本体５１は、図示しないオーバーフロー排出路に接続されていて、洗浄
水を供給しながらオーバーフローした処理水を排出することで、対象物Ｗを洗浄すること
ができるようになっている。
【００３０】
　洗浄水供給路５３は、上流側が洗浄水供給源に接続され、製品コンテナ１を介して、滅
菌装置本体５１に洗浄水を供給するようになっており、洗浄水供給路５３に配置された給
水弁Ｖ５３を開閉して、洗浄水の供給を制御可能とされている。
【００３１】
　排水路５４は、上流側が製品コンテナ１の流通路１６に、下流側が図示しない排水施設
等に接続され、製品コンテナ１からの排水（必要に応じて、滅菌装置本体５１の処理水）
を排水施設等に排出可能とされていて、排水路５４に配置された排水弁Ｖ５４を開閉する
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ことにより、排水等の排出を制御可能とされている。
【００３２】
　エア供給路５５は、上流側がエア供給源に接続され、製品コンテナ１を介して滅菌装置
本体５１にエアを供給するようになっており、エア供給路５５に配置されたエア供給弁Ｖ
５５を開閉することにより、エアの供給を制御可能とされている。
【００３３】
　切換弁５６は、洗浄水供給路５３、排水路５４、エア供給路５５と、流通路１６の間に
設けられていて、切換弁５６の第１流路には洗浄水供給路５３及び排水路５４が、切換弁
５６の第２流路にはエア供給路５５が、切換弁５６の第３流路には、流通路１６が接続さ
れている。
【００３４】
　その結果、（ｉ）切換弁５６の第１流路と第３流路を流通状態にして、給水弁Ｖ５３を
開状態、排水弁Ｖ５４を閉状態とした場合には、洗浄水供給路５３から製品コンテナ１に
洗浄水が供給され、（ii）切換弁５６の第１流路と第３流路を流通状態にして、給水弁Ｖ
５３を閉状態、排水弁Ｖ５４を開状態とした場合には、製品コンテナ１から排水路５４に
排水等が排出され、（iii）切換弁５６の第２流路と第３流路を流通状態にして、エア供
給弁Ｖ５５を開状態とした場合には、エア供給路５５から製品コンテナ１にエアが供給さ
れるようになっている。
【００３５】
　以上のように、例えば、（Ａ）、（Ｃ）のいずれか一方を選択することにより、製品コ
ンテナ１を介して滅菌装置本体５１内に、洗浄水又はエアを供給することができるように
なっており、（Ａ）、（Ｃ）を断続して行うことにより、滅菌装置本体５１内の洗浄液が
バブリングされて、洗浄されるようになっている。
【００３６】
　次に、図６、図７を参照して、製品コンテナ１の作用を説明する。
　図６は、製品コンテナ１が正立状態である場合における製品コンテナ１の作用を説明す
る図であり、図６（Ａ）は正立状態における外観図を、（Ｂ）は対象物Ｗが投入される状
態を示す図である。
　また、図７は、製品コンテナ１が反転状態である場合における製品コンテナ１の作用を
説明する図であり、図７（Ａ）は反転状態における外観図を、（Ｂ）は対象物Ｗが排出口
から排出される状態を示す図である。
【００３７】
（１）まず、滅菌装置本体５１に対象物Ｗを投入する。対象物Ｗを投入した後、投入口１
４及び流通路１６は開状態、排出口１２は閉状態とされている。
（２）次に、洗浄水供給路５３の給水弁Ｖ５３を開状態、排水路５４の排水弁Ｖ５４を閉
状態、切換弁５６を第１流路と第３流路が流通する設定とし、製品コンテナ１を経由して
洗浄水供給路５３から滅菌装置本体５１に洗浄水を供給してオーバーフローさせながら対
象物Ｗを洗浄する。
（３）次いで、エア供給路５５のエア供給弁Ｖ５５を開状態とし、切換弁５６を第２流路
と第３流路が流通する設定として、製品コンテナ１及び滅菌装置本体５１内の洗浄水をバ
ブリングしてもよい。なお、（２）及び（３）を、必要に応じて、断続的に繰り返しても
よい。
（４）次に、洗浄が終了したら、滅菌装置５０の処理水を排水し、切換弁５６を第１流路
と第３流路を流通状態にして、給水弁Ｖ５３を閉状態、排水弁Ｖ５４を開状態として、製
品コンテナ１から排水路５４に排水等を排出する。このとき、切換弁５６の第１流路と第
３流路を流通状態にして、給水弁Ｖ５３を閉状態、排水弁Ｖ５４を開状態とする。
（５）次いで、例えば、図示しない噴射ノズルから蒸気を噴射しながら振動モータ等を駆
動し、対象物Ｗを滅菌する。蒸気による滅菌が終了したら、ドレンを滅菌装置５０の外に
排出する。
（６）次に、例えば、振動モータ等を駆動して、対象物Ｗを乾燥する。
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（７）次いで、例えば、滅菌装置本体５１を、図示しないアクチュエータによって傾むけ
て、移送パイプ５７を介して滅菌装置５０から製品コンテナ１内に対象物Ｗを投入する。
このとき、バルブユニット１５、１３及びバルブユニット１７を駆動して、投入口１４を
開状態、排出口１２及び流通路１６を閉状態とする。
（８）製品（処理後の対象物Ｗ）を滅菌装置５０から製品コンテナ１に投入し終えたら、
例えば、リフトを用いて製品コンテナ１を所定位置（例えば、組立装置）まで搬送すると
ともに、図７に示すように、製品コンテナ１を所定の傾斜状態まで回動して排出口１２か
ら製品を排出する。このとき、バルブユニット１３、１５を駆動することにより、排出口
１２を開状態、投入口１４を閉状態とする。
【００３８】
　一実施形態に係る製品コンテナ１によれば、滅菌処理された対象物Ｗを、安定して投入
することができるとともに、対象物Ｗを排出口からスムースに排出することができる。
　その結果、滅菌処理された医療用品の構成物を、取扱い工数を削減することができる。
また、衛生的に取り扱うことができる。
【００３９】
　また、製品コンテナ１によれば、投入口から底部に向かって筒状壁部が形成されている
ので、投入口から投入された対象物Ｗが安定して投入対象物出口に移動し、対象物出口か
ら容器本体の底部に安定して排出される。
【００４０】
　また、滅菌装置５０によれば、製品コンテナ１を介して洗浄水供給路５３及びエア供給
路５５から洗浄水及びエアを供給するので、対象物Ｗを、人手により取り扱うことが軽減
されて、効率的に処理することができる。
　また、対象物Ｗとともに製品コンテナ１が洗浄され、洗浄、滅菌、乾燥作業において人
手が介在しないので、対象物Ｗが汚染されることが抑制され、衛生上の品質を向上するこ
とができる。
【００４１】
　なお、上記の実施形態において記載した技術的事項については、発明の趣旨を逸脱しな
い範囲で種々の変更を加えることが可能である。
　例えば、上記実施の形態においては、容器本体内周面が筒状壁部２０の外周部を兼ねる
場合について説明したが、筒状壁部２０を筒状部材により構成してもよい。
【００４２】
　また、上記実施の形態においては、製品コンテナ１が、洗浄、滅菌処理を行う滅菌装置
５０に用いる場合について説明したが、洗浄、滅菌、乾燥のなかから選択される処理を行
うように設定してもよいし、他の処理装置で使用することも可能である。
【００４３】
　また、製品コンテナ１を介して、洗浄水、エア、洗浄水とエアのいずれを処理装置に供
給するかは任意に設定することができ、洗浄水、エア、洗浄水とエアをいずれも製品コン
テナ１を流通させずに処理装置に供給する構成としてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明に係る製品コンテナによれば、処理が施された医療用品の構成物を、安定して投
入することができるとともに、排出口から対象物をスムースに排出することができるので
産業上利用可能である。
【符号の説明】
【００４５】
　Ｗ　対象物
　１　製品コンテナ
　１０　容器本体、
　１０Ｂ　傾斜部
　１２　排出口
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　１４　投入口
　１６　流通路
　２０　筒状壁部
　２６　投入対象物出口
　３０　ガイド部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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